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デキサメタゾン投与マウスに対する抑肝散投与による自発運動量低下の改善にセ
ロトニンレセプタ-2A発現量が関与している｡
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【目的】我々は､昨年本学会において､ステロイ ドホルモンであるデキサメタゾ

ン (DEX)の投与によってもたらされる夜間の日内リズム障害などの自発運動量の

抑制を抑肝散が改善すること､また､強制水泳法において､DEX投与による無動時

間の延長と､ばたっき回数の減少においても抑肝散が改善することを明らかにし

た｡そこで､本実験ではさらなる解析を行うために､セロトニン2Aレセプターの

発現量について検討した｡

【方法】6週齢の雄性のddY系マウスを1週間の予備飼育後､DEX(2mg/kg/day)

を3週間投与した｡同時に､生理食塩水あるいは抑肝散 (1g/kg)を1日1回､経

口投与した｡自発運動量測定装置 (ニューロサイエンス)を用いた夜間 (19:00-7:

00)の運動量の測定および強制水泳測定装置 (ニューロサイエンス)を用いた6

分間に占める無動時間とばたっき数の測定結果によりマウス運動量を評価した｡

また､マウスの海馬のメッセンジャーRNAを抽出し､Real-timePCR法を用いセロ

トニン2Aセレブタ-の発現量を調べた｡

【結果 ･考察】DEX投与による自発運動量の抑制は抑肝散投与による改善が認め

られた｡また､強制水泳法における無働時間の延長も抑肝散投与によって改善し

た｡さらにRea1-timePCRの結果から､DEX投与により増加したセロトニン2Aレ

セプターの発現量が抑肝散投与により抑制されることが明らかになった｡以上の

結果より､DEXの投与による運動量の抑制にセロトニン2Aレセプターが関与する

可能性が示唆された｡


